
人の絆�
加西中学校　3年�

菅野泰功さん�

空気のきれいな�
街にしよう�
日吉小学校　6年�

鈴木ゆりかさん�

(1)�

�

(6)�

�

○ 

建
設
経
済
委
員
会�

　
（
７
月
１７
日
〜
１９
日
）�

＊
長
野
県
松
本
市�

　
（
市
街
地
再
開
発
事
業
）�

＊
長
野
県
長
野
市�

　
（
市
街
地
再
開
発
事
業
）�

＊
長
野
県
上
田
市�

　
（
農
村
振
興
事
業
）�

�

○ 

厚
生
委
員
会�

　
（
８
月
６
日
〜
８
日
）�

＊
福
岡
県
北
九
州
市�

　
（
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
）�

＊
福
岡
県
田
川
市�

　
（
市
立
総
合
病
院
運
営
）�

＊
佐
賀
県
鳥
栖
市�

　
（
地
球
温
暖
化
防
止
運
動
）�

�

○
総
務
委
員
会�

　
（
７
月
１５
日
〜
１７
日
）�

＊
秋
田
県
本
荘
市�

　
（
ま
ち
づ
く
り
事
業
）�

＊
秋
田
県
横
手
市�

　
（
市
民
参
画
・
男
女
参
画
）�

＊
秋
田
県
大
曲
市�

　
（
市
総
合
計
画
）�

※
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

市
議
会
だ
よ
り
は
、
皆
様
と
市
議
会
を
つ
な
ぐ

【
パ
イ
プ
役
】
と
し
て
常
に
『
正
確
で
わ
か
り

や
す
い
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
編
集
し
て
い
ま
す
。�

こ
の
市
議
会
だ
よ
り
を
よ
り
よ
い
も
の
と
し
て

い
く
た
め
、
皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

加
西
市
北
条
町
横
尾
一
〇
〇
〇�

加
西
市
議
会
事
務
局
宛�

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
九
〇
）四
ニ
―
八
七
九
〇（
直
通
）�

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
九
〇
）四
三
―
一
八
一
〇�
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　本定例会は、9月2日から9月20日にわたり、本会議、委員会において
慎重に審議を行いました。市民の生活に密接する国民健康保険条例の一部
を改正する条例も可決されるなど、市長から提案のありました議案等につ
いてすべて承認あるいは可決いたしました。�
　また、市政に対してあらゆる角度から一般質問を行い、市民の暮らしを
見つめた論戦が展開されました。�

第191回定例会のまとめ�

〈観月の夕べ交流会〉�〈観月の夕べ交流会〉�

● 閉会中の委員会開催�

● 厚生委員会（H１４.１０.１５　時間１０：００）�

● 建設経済委員会（H１４.１０.２２　時間１０：００）�

● 総務委員会（H１４.１１.１８　時間１０：００）�

● 地方議会協議会（H１４.１０.２１　時間１０：００）�

● 市民、議員懇談会（H１４.１０.２６　時間１０：００）�

● 決算特別委員会�

　 （H１４.１０.１６／H１４.１０.２１　時間１０：００）�

● 12月定例会�

　 ※ 本会議・委員会�



〈厚生委員会視察〉�〈厚生委員会視察〉� 〈建設経済委員会視察〉�〈建設経済委員会視察〉�

(3)�

�

(2)�

�

加
西
市
の
出
生
率
は
平

成
１３
年
１２
月
末
日
で
１

・
３５
で
あ
り
全
国
平
均
の
１
・

３３
を
若
干
上
回
っ
て
い
る
。
少

子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
子
育

て
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ

の
施
策
は
就
労
・
育
児
の
両
立

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
家
庭
支

援
を
目
的
と
し
て
お
り
、
加
西

市
の
保
育
に
お
い
て
は
日
々
の

通
常
保
育
業
務
以
外
に
保
育
時

間
の
延
長
、
障
害
児
児
童
へ
の

障
害
保
育
事
業
等
を
実
施
し
て

い
る
。�

　
ま
た
、
児
童
療
育
室
、
家
庭

児
童
相
談
室
で
は
「
ひ
よ
っ
こ

タ
イ
ム
」・「
む
ぎ
の
会
」
な
ど

の
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

８
月
末
現
在
で
「
ひ
よ
っ
こ
タ

イ
ム
」
の
利
用
者
は
二
千
九
百

十
一
名
、
「
む
ぎ
の
会
」
は
百

七
十
三
名
の
利
用
者
が
あ
る
。
�

現
在
、
介
護
保
険
条
例

第
１１
条
に
よ
り
災
害
そ

の
他
特
別
の
事
情
に
よ
り
保
険

料
の
支
払
い
が
困
難
と
な
っ
た

方
に
つ
い
て
保
険
料
の
減
免
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
利
用
料
に

つ
い
て
は
国
の
低
所
得
者
対
策

と
し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
減
免
に

よ
る
利
用
料
の
７０
％
軽
減
や

社
会
福
祉
法
人
等
に
お
け
る
利

用
料
の
５０
％
軽
減
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。�

　
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
厚
生

労
働
省
か
ら
、
一
律
減
免
を
し

な
い
、
一
般
財
源
の
繰
り
入
れ

を
し
な
い
、
全
額
免
除
を
し
な

い
と
い
う
３
つ
の
基
本
指
導
が

あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
厚
生

労
働
省
の
基
本
指
導
を
守
り
な

が
ら
、
保
険
料
改
定
を
含
め
た

第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。�

�

介
護
保
険
事
業
基
本

計
画
の
見
直
し
に
あ

わ
せ
て
の
具
体
的
な
低
所

得
者
軽
減
策
は
。�

Ｑ�A

加
西
病
院
の
現
状
と

今
後
の
方
向
性
は
。�

Ｑ�A

A A

A

ここが聞きたい�
市政をただす�
�

ここが聞きたい�
市政をただす�
�

第191回�
定例会より�

もっと詳しく！！�
病院運営・介護保険�
少子化・教育問題etc�
聞かせてください！！�

〈幼保一元化特別委員会視察〉�〈幼保一元化特別委員会視察〉�

　９月９日、１０日に行われ�
た質疑・一般質問には１５人の�
議員が演壇に立ち、議案や市政�
全般にわたり活発な質問が展開�
されました。�
　その一部を紹介します。�

　９月９日、１０日に行われ�
た質疑・一般質問には１５人の�
議員が演壇に立ち、議案や市政�
全般にわたり活発な質問が展開�
されました。�
　その一部を紹介します。�

介
　護
　保
　険
�

介
　護
　保
　険
�

加
西
市
内
の
小
中
学

校
の
耐
震
対
策
は
。

Ｑ� 小

中

学

校
�

耐

震

計

画
�

小

中

学

校
�

耐

震

計

画
�

加
西
市
の
出
生
率
は
。

少
子
化
対
策
と
し
て
の

子
育
て
支
援
と
は
。�
Ｑ� 少

子
化

対

策
�

少

子
化

対

策
�

大
幅
に
見
直
さ
れ
た
耐

震
基
準
に
該
当
す
る
昭

和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
小

中
学
校
は
、
市
内
で
７１
％
、
県

内
で
は
６８
％
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
小
中
学
校
に
つ
い
て

は
早
急
な
耐
震
診
断
と
そ
の
結

果
に
よ
る
耐
震
補
強
が
必
要
で

あ
る
が
、
兵
庫
県
下
で
も
実
施

が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
、

加
西
市
に
お
い
て
も
診
断
実
施

率
は
小
学
校
で
２１
％
、
中
学
校

で
３０
％
で
あ
る
。
現
在
、
全
国

の
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る
耐

震
診
断
の
進
捗
に
対
し
、
文
部

科
学
省
が
公
立
小
中
学
校
の
耐

震
診
断
実
施
促
進
の
た
め
、
３

年
以
内
に
耐
震
診
断
を
行
う
よ

う
各
県
教
育
委
員
会
を
通
じ
各

市
町
教
育
委
員
会
に
要
請
す
る

と
と
も
に
総
務
省
へ
特
別
交
付

税
で
措
置
す
る
よ
う
要
望
し
て

い
る
。�

　
文
部
科
学
省
の
要
請
は
該
当

小
中
学
校
に
対
す
る
一
時
診
断

で
、
経
費
負
担
も
少
な
い
た
め
、

加
西
市
と
し
て
も
で
き
る
だ
け

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。�

ま
ち
づ
く
り
構
想
の

重
点
施
策
は
。�

Ｑ�

昨
年
の
１２
月
か
ら
患
者

尊
重
・
良
質
医
療
・
健
全

経
営
を
基
本
方
針
と
し
て
運
営

し
て
い
る
。国
の
保
健
医
療
費
削

減
政
策
に
よ
り
加
西
病
院
に
限

ら
ず
自
治
体
病
院
の
経
営
は
苦

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。�

　
加
西
病
院
の
ベ
ッ
ト
数
は
現

在
三
百
一
で
あ
る
が
、厚
生
統
計

に
よ
る
と
自
治
体
病
院
の
経
営

で
は
ベ
ッ
ト
数
が
二
百
床
か
ら
四

百
床
の
規
模
が
赤
字
に
な
り
や

す
い
と
示
さ
れ
て
い
る
。
平
成

２２
年
に
は
現
在
全
国
に
あ
る
約

百
の
急
性
期
病
床
が
半
分
に
な

る
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
中
で

加
西
病
院
が
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
病
院
と
し
て
生
き
残

る
た
め
に
は
、現
在
進
め
て
い
る

入
院
機
能
の
特
化
等
に
よ
る
高

度
医
療
化
や
病
診
連
携
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。�

　
加
西
病
院
が
急
性
期
一
般
病
院

と
し
て
運
営
し
て
い
る
の
は
前

記
の
と
お
り
市
民
が
病
院
に
一
番

望
む
「
救
急
医
療
」
を
存
続
さ
せ

て
い
く
た
め
で
あ
る
。高
齢
化
社

会
を
考
え
れ
ば
療
養
、介
護
も

必
要
と
考
え
る
。�

　
今
後
も
高
度
医
療
を
実
現
す

る
た
め
に
病
診
連
携
や
厚
生
労

働
省
の
臨
床
研
修
病
院
等
の
施

策
を
促
進
し
て
い
く
。
ま
た
、日

本
医
療
評
価
機
構
か
ら
一
般
Ｂ
の

機
能
評
価
を
受
け
た
こ
と
は
加

西
病
院
の
目
指
す
高
度
医
療
が

具
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
解

釈
し
て
い
る
。�

い
き
い
き
人
づ
く
り
プ

ラ
ン
・
市
民
参
画
推
進

プ
ラ
ン
・
健
康
都
市
推
進
プ
ラ

ン
な
ど
十
の
重
点
施
策
を
設
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
個
別
施
策

に
つ
い
て
も
来
年
度
か
ら
導
入

予
定
の
政
策
評
価
を
取
り
入
れ
、

公
平
・
平
等
性
を
重
視
し
た
施

策
を
行
い
、
第
四
次
総
合
計
画

の
基
本
目
標
で
あ
る
「
花
と
歴

史
と
愛
の
ま
ち
か
さ
い
」
を
念

頭
に
踏
ま
え
、
将
来
的
に
活
力

と
ゆ
と
り
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と

夢
都
市
を
実
現
し
て
い
く
。
�

A
学
校
五
日
制
の
効
果

と
問
題
点
は
。�

Ｑ�

児
童
、
生
徒
及
び
保
護

者
か
ら
は
「
総
合
的
な

学
習
だ
け
で
な
く
幅
広
い
学
習

が
身
に
つ
い
た
」
等
の
声
も
あ

り
学
校
週
五
日
制
の
目
的
で
あ

る
児
童
、
生
徒
等
の
家
庭
や
地

域
社
会
に
お
け
る
生
活
時
間
の

比
重
を
高
め
、
生
活
に
ゆ
と
り

を
与
え
自
主
的
な
活
動
や
様
々

な
体
験
の
機
会
の
創
出
が
実
現

で
き
て
い
る
。
�

　
特
に
突
出
し
た
問
題
点
は
な

い
が
、
新
聞
紙
上
で
は
、
学
力

低
下
を
心
配
す
る
こ
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
今
後
、
県
が
調
査

す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。
�

ちょっと�
気になる�

８月の５日に市内の小学校児童による加西っ子議会が開催されまし
た。加西っ子議会終了後に小学生議員のみなさんに提出していただ
いたアンケート結果の一部を紹介します。�

～加西っ子議会議員編～�

Q：土曜日が休日となってどのようにすごしていますか。（複数回答）�

回答数�

友達と遊ぶ�

家族と過ごす�

勉強・塾�

スポーツ�

習い事�

ゲーム�

その他�
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一般［A］地域に密着し、住民に身近な医療機関として、概ね二次機能までの医療に対応している比較的規模の小さい病院。�
一般［B］地域が必要とする各領域の医療において基本的・中心的な役割を担い、高次の医療にも対応しうる一定の規模を有する病院。�一般（B）�

急性期病院（病床）とは、「高度な検査」「救急医療」「集中的・入院治療」などの機能を待ち、積極的な治療が必要とされる�
病状が不安定な患者さんに、高度な医療を提供する病院（病床）をいいます。�急性期病床�
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(3)�

�

(2)�

�

加
西
市
の
出
生
率
は
平

成
１３
年
１２
月
末
日
で
１

・
３５
で
あ
り
全
国
平
均
の
１
・

３３
を
若
干
上
回
っ
て
い
る
。
少

子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
子
育

て
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ

の
施
策
は
就
労
・
育
児
の
両
立

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
家
庭
支

援
を
目
的
と
し
て
お
り
、
加
西

市
の
保
育
に
お
い
て
は
日
々
の

通
常
保
育
業
務
以
外
に
保
育
時

間
の
延
長
、
障
害
児
児
童
へ
の

障
害
保
育
事
業
等
を
実
施
し
て

い
る
。�

　
ま
た
、
児
童
療
育
室
、
家
庭

児
童
相
談
室
で
は
「
ひ
よ
っ
こ

タ
イ
ム
」・「
む
ぎ
の
会
」
な
ど

の
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

８
月
末
現
在
で
「
ひ
よ
っ
こ
タ

イ
ム
」
の
利
用
者
は
二
千
九
百

十
一
名
、
「
む
ぎ
の
会
」
は
百

七
十
三
名
の
利
用
者
が
あ
る
。
�

現
在
、
介
護
保
険
条
例

第
１１
条
に
よ
り
災
害
そ

の
他
特
別
の
事
情
に
よ
り
保
険

料
の
支
払
い
が
困
難
と
な
っ
た

方
に
つ
い
て
保
険
料
の
減
免
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
利
用
料
に

つ
い
て
は
国
の
低
所
得
者
対
策

と
し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
減
免
に

よ
る
利
用
料
の
７０
％
軽
減
や

社
会
福
祉
法
人
等
に
お
け
る
利

用
料
の
５０
％
軽
減
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。�

　
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
厚
生

労
働
省
か
ら
、
一
律
減
免
を
し

な
い
、
一
般
財
源
の
繰
り
入
れ

を
し
な
い
、
全
額
免
除
を
し
な

い
と
い
う
３
つ
の
基
本
指
導
が

あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
厚
生

労
働
省
の
基
本
指
導
を
守
り
な

が
ら
、
保
険
料
改
定
を
含
め
た

第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。�

�

介
護
保
険
事
業
基
本

計
画
の
見
直
し
に
あ

わ
せ
て
の
具
体
的
な
低
所

得
者
軽
減
策
は
。�

Ｑ�A

加
西
病
院
の
現
状
と

今
後
の
方
向
性
は
。�

Ｑ�A

A A

A

ここが聞きたい�
市政をただす�
�

ここが聞きたい�
市政をただす�
�

第191回�
定例会より�

もっと詳しく！！�
病院運営・介護保険�
少子化・教育問題etc�
聞かせてください！！�

〈幼保一元化特別委員会視察〉�〈幼保一元化特別委員会視察〉�

　９月９日、１０日に行われ�
た質疑・一般質問には１５人の�
議員が演壇に立ち、議案や市政�
全般にわたり活発な質問が展開�
されました。�
　その一部を紹介します。�

　９月９日、１０日に行われ�
た質疑・一般質問には１５人の�
議員が演壇に立ち、議案や市政�
全般にわたり活発な質問が展開�
されました。�
　その一部を紹介します。�

介
　護
　保
　険
�

介
　護
　保
　険
�

加
西
市
内
の
小
中
学

校
の
耐
震
対
策
は
。

Ｑ� 小

中

学

校
�

耐

震

計

画
�

小

中

学

校
�

耐

震

計

画
�

加
西
市
の
出
生
率
は
。

少
子
化
対
策
と
し
て
の

子
育
て
支
援
と
は
。�

Ｑ� 少

子
化

対

策
�

少

子
化

対

策
�

大
幅
に
見
直
さ
れ
た
耐

震
基
準
に
該
当
す
る
昭

和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
小

中
学
校
は
、
市
内
で
７１
％
、
県

内
で
は
６８
％
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
小
中
学
校
に
つ
い
て

は
早
急
な
耐
震
診
断
と
そ
の
結

果
に
よ
る
耐
震
補
強
が
必
要
で

あ
る
が
、
兵
庫
県
下
で
も
実
施

が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
、

加
西
市
に
お
い
て
も
診
断
実
施

率
は
小
学
校
で
２１
％
、
中
学
校

で
３０
％
で
あ
る
。
現
在
、
全
国

の
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る
耐

震
診
断
の
進
捗
に
対
し
、
文
部

科
学
省
が
公
立
小
中
学
校
の
耐

震
診
断
実
施
促
進
の
た
め
、
３

年
以
内
に
耐
震
診
断
を
行
う
よ

う
各
県
教
育
委
員
会
を
通
じ
各

市
町
教
育
委
員
会
に
要
請
す
る

と
と
も
に
総
務
省
へ
特
別
交
付

税
で
措
置
す
る
よ
う
要
望
し
て

い
る
。�

　
文
部
科
学
省
の
要
請
は
該
当

小
中
学
校
に
対
す
る
一
時
診
断

で
、
経
費
負
担
も
少
な
い
た
め
、

加
西
市
と
し
て
も
で
き
る
だ
け

実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。�

ま
ち
づ
く
り
構
想
の

重
点
施
策
は
。�

Ｑ�

昨
年
の
１２
月
か
ら
患
者

尊
重
・
良
質
医
療
・
健
全

経
営
を
基
本
方
針
と
し
て
運
営

し
て
い
る
。国
の
保
健
医
療
費
削

減
政
策
に
よ
り
加
西
病
院
に
限

ら
ず
自
治
体
病
院
の
経
営
は
苦

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。�

　
加
西
病
院
の
ベ
ッ
ト
数
は
現

在
三
百
一
で
あ
る
が
、厚
生
統
計

に
よ
る
と
自
治
体
病
院
の
経
営

で
は
ベ
ッ
ト
数
が
二
百
床
か
ら
四

百
床
の
規
模
が
赤
字
に
な
り
や

す
い
と
示
さ
れ
て
い
る
。
平
成

２２
年
に
は
現
在
全
国
に
あ
る
約

百
の
急
性
期
病
床
が
半
分
に
な

る
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
中
で

加
西
病
院
が
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
病
院
と
し
て
生
き
残

る
た
め
に
は
、現
在
進
め
て
い
る

入
院
機
能
の
特
化
等
に
よ
る
高

度
医
療
化
や
病
診
連
携
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。�

　
加
西
病
院
が
急
性
期
一
般
病
院

と
し
て
運
営
し
て
い
る
の
は
前

記
の
と
お
り
市
民
が
病
院
に
一
番

望
む
「
救
急
医
療
」
を
存
続
さ
せ

て
い
く
た
め
で
あ
る
。高
齢
化
社

会
を
考
え
れ
ば
療
養
、介
護
も

必
要
と
考
え
る
。�

　
今
後
も
高
度
医
療
を
実
現
す

る
た
め
に
病
診
連
携
や
厚
生
労

働
省
の
臨
床
研
修
病
院
等
の
施

策
を
促
進
し
て
い
く
。
ま
た
、日

本
医
療
評
価
機
構
か
ら
一
般
Ｂ
の

機
能
評
価
を
受
け
た
こ
と
は
加

西
病
院
の
目
指
す
高
度
医
療
が

具
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
解

釈
し
て
い
る
。�

い
き
い
き
人
づ
く
り
プ

ラ
ン
・
市
民
参
画
推
進

プ
ラ
ン
・
健
康
都
市
推
進
プ
ラ

ン
な
ど
十
の
重
点
施
策
を
設
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
個
別
施
策

に
つ
い
て
も
来
年
度
か
ら
導
入

予
定
の
政
策
評
価
を
取
り
入
れ
、

公
平
・
平
等
性
を
重
視
し
た
施

策
を
行
い
、
第
四
次
総
合
計
画

の
基
本
目
標
で
あ
る
「
花
と
歴

史
と
愛
の
ま
ち
か
さ
い
」
を
念

頭
に
踏
ま
え
、
将
来
的
に
活
力

と
ゆ
と
り
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と

夢
都
市
を
実
現
し
て
い
く
。
�

A
学
校
五
日
制
の
効
果

と
問
題
点
は
。�

Ｑ�

児
童
、
生
徒
及
び
保
護

者
か
ら
は
「
総
合
的
な

学
習
だ
け
で
な
く
幅
広
い
学
習

が
身
に
つ
い
た
」
等
の
声
も
あ

り
学
校
週
五
日
制
の
目
的
で
あ

る
児
童
、
生
徒
等
の
家
庭
や
地

域
社
会
に
お
け
る
生
活
時
間
の

比
重
を
高
め
、
生
活
に
ゆ
と
り

を
与
え
自
主
的
な
活
動
や
様
々

な
体
験
の
機
会
の
創
出
が
実
現

で
き
て
い
る
。
�

　
特
に
突
出
し
た
問
題
点
は
な

い
が
、
新
聞
紙
上
で
は
、
学
力

低
下
を
心
配
す
る
こ
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
今
後
、
県
が
調
査

す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。
�

ちょっと�
気になる�

８月の５日に市内の小学校児童による加西っ子議会が開催されまし
た。加西っ子議会終了後に小学生議員のみなさんに提出していただ
いたアンケート結果の一部を紹介します。�

～加西っ子議会議員編～�

Q：土曜日が休日となってどのようにすごしていますか。（複数回答）�

回答数�

友達と遊ぶ�

家族と過ごす�

勉強・塾�

スポーツ�

習い事�

ゲーム�

その他�
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一般［A］地域に密着し、住民に身近な医療機関として、概ね二次機能までの医療に対応している比較的規模の小さい病院。�
一般［B］地域が必要とする各領域の医療において基本的・中心的な役割を担い、高次の医療にも対応しうる一定の規模を有する病院。�一般（B）�

急性期病院（病床）とは、「高度な検査」「救急医療」「集中的・入院治療」などの機能を待ち、積極的な治療が必要とされる�
病状が不安定な患者さんに、高度な医療を提供する病院（病床）をいいます。�急性期病床�
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�

▲ジャンボタニシと見本のタバコ�

天
下
溝
に
お
け
る�

防
災
対
策
は
。�

A

A

　
　
　
中
南
米
産
の
巻
貝
。

正
式
に
は
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ

イ
。
食
用
と
し
て
輸
入
・
養

殖
さ
れ
た
も
の
が
、
野
生
化

し
た
も
の
で
す
。�

　
　
　
田
植
直
後
二
〜
三
週

間
の
水
稲
の
苗
、
蓮
根
等
を

食
害
し
ま
す
。�

　
　
　
加
西
市
内
で
は
中
野

町
の
一
部
、
網
引
町
西
部
に

生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
　
　
自
然
増
殖
す
る
心
配

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、

人
為
に
よ
る
増
殖
行
為
は
要

注
意
で
す
。�

　
現
在
、
中
野
町
、
網
引
町

の
各
集
落
に
対
し
、
防
除
対

策
の
チ
ラ
シ
配
布
や
集
会
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

九
会
地
区
の
農
会
長
会
等
で

も
対
策
等
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま

す
。�

天
下
溝�

Ｑ�

概
要�

被
害�

生
息�

対
策�

天
下
溝�

　
防
災
対
策
を
念
頭
に
お

い
た
改
修
計
画
を
検
討
し

て
お
り
、
県
土
地
改
良
事
務
所
と

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
基
盤
促
進

整
備
事
業
で
採
択
し
事
業
を
進
め

る
予
定
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
事
業

は
、
地
元
の
負
担
が
必
要
と
な
り
、

地
元
負
担
は
国
・
県
の
補
助
を
除

く
と
市
が
１０
％
、
地
元
負
担
が

３４
％
と
な
る
。�

　
こ
れ
ま
で
、
天
下
溝
に
つ
い
て

は
滝
野
町
の
高
岡
地
区
が
整
備
を

行
っ
て
い
た
経
緯
が
あ
り
現
在
も

滝
野
町
と
話
し
合
い
を
行
っ
て
い

る
が
難
航
し
て
お
り
、
今
後
も
関

係
者
と
よ
く
協
議
し
慎
重
に
対
応

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。�

　
　
　
　
フ
ァ
ブ
リ
ー
ダ
ム
は
河

　
　
　
川
の
災
害
復
旧
事
業
で
昭

和
５１
年
か
ら
河
川
管
理
者
が
施
行

し
て
き
た
も
の
で
、
市
内
の
一
番

古
い
も
の
で
２５
年
を
経
過
し
て
い

る
。�

　
設
置
当
時
、
耐
用
年
数
は
３０
年

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現
在

部
分
補
修
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ

る
。
補
修
に
つ
い
て
は
、
市
単
独

の
土
地
改
良
事
業
と
し
て
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
る
。
平
成
１２

年
度
に
設
置
後
２０
年
以
上
経
過
し

た
市
内
２２
箇
所
の
フ
ァ
ブ
リ
ー
ダ

ム
に
つ
い
て
調
査
、
診
断
し
た
と

こ
ろ
、
早
期
補
修
箇
所
が
数
箇
所

見
受
け
ら
れ
、
い
ず
れ
は
全
面
改

修
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

が
や
っ
て
く
る
と
認
識
し
て
い
る
。�

　
改
修
、
補
修
に
つ
い
て
は
、
地

元
か
ら
も
要
望
が
あ
る
が
、
当
該

施
設
は
土
地
改
良
施
設
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
農
水
省
の

補
助
事
業
に
よ
る
改
修
と
な
り
、

費
用
の
３４
％
を
地
元
が
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
農
家
に

と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
農
家
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
補
助
率
の
ア
ッ
プ
、

補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
創
設
な
ど
を
国
、

県
へ
働
き
か
け
る
予
定
で
あ
る
。�

　
魚
道
整
備
に�

つ
い
て
は
、
農�

家
の
負
担
増
も�

考
え
ら
れ
、
事�

業
内
容
等
、
調�

査
、
検
討
し
て�

い
き
た
い
。�

�������

　
　
　
　
市
民
参
画
に
つ
い
て
は

　
　
　
先
般
の
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り

や
、
歴
史
街
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
、
街
角
花
壇
、
福
祉
活
動
の

は
つ
ら
つ
委
員
会
、
い
き
い
き
委

員
会
な
ど
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
緩
や
か

で
は
あ
る
が
着
実
に
理
解
を
得
、

広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。�

　
本
計
画
は
次
の
四
つ
の
シ
ス
テ

ム
構
成
が
柱
と
な
っ
て
い
る
。�

①
個
人
の
参
画
（
円
卓
会
議
）�

②
グ
ル
ー
プ
の
参
画
（
加
西
版
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）�

③
行
政
施
策
へ
の
参
画
（
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）�

④
行
政
と
地
域
住
民
の
連
携
（
市

民
市
役
所（
仮
））�

　
現
在
、
庁
内
組
織
と
し
て
市
長

を
本
部
長
と
す
る
市
民
参
画
推
進

本
部
、
ま
た
、
課
長
級
を
主
体
と

す
る
幹
事
会
を
設
置
し
て
お
り
、

市
民
参
画
の
方
針
決
定
等
、
行
政

施
策
と
し
て
着
実
に
市
民
参
画
の

推
進
が
行
え
る
よ
う
な
機
能
を
も

た
せ
て
い
る
。
す
べ
て
の
シ
ス
テ

ム
を
一
斉
に
具
現
化
す
る
の
は
困

難
な
た
め
、
年
次
計
画
を
定
め
実

現
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
今
年

度
の
重
点
施
策
と
し
て
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
、
審

議
会
等
の
委
員
の
公
募
制
、
加
西

版
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
市
民
市
役
所
（
仮
）
設
置
に

向
け
て
市
民
参
画
推
進
会
議
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。�

市
民
参
画
推
進
計
画
の

具
体
的
な
進
め
方
は
。�

A Ｑ� 市
民
参
画
推
進
基
本
計
画�

市
民
参
画
推
進
基
本
計
画�

農
家
負
担
軽
減
の
た
め
、�

フ
ァ
ブ
リ
ー
ダ
ム
を
魚
道

整
備
に
よ
り
改
修
で
き
な
い
の
か
。�

フ
ァ
ブ
リ
ー
ダ
ム�

Ｑ� フ
ァ
ブ
リ
ー
ダ
ム�

〈総務委員会〉�〈総務委員会〉�

〈ファブリーダム〉�〈ファブリーダム〉�
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�

　
本
会
議
は
、
受
付
で
住
所
・

氏
名
な
ど
を
記
入
す
る
だ
け
の

簡
単
な
手
続
き
で
、
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
本
会
議
は
、
三
・
六
・
九
・

十
二
月
に
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。�

　
詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
、

新
聞
等
で
広
報
し
ま
す
。
ま
た

は
、
お
手
数
で
す
が
、
あ
ら
か

じ
め
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。�

（
〇
七
九
〇
）四
ニ
―
八
七
九
〇
�

（
直
通
）
�

※
加
西
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
議
会

だ
よ
り
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
定
例
会

ご
と
に
議
会
の
主
な
活
動
や
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ
て

ご
意
見
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。�
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ｉ
＠
ｃ
ｉ
ｔ
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ｋ
ａ
ｓ
ａ
ｉ．
ｈ
ｙ
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　ｇ
ｏ．
ｊ
ｐ
）�

＊＊＊市議会議員と市民との懇談会参加者追加募集＊＊＊�

市民懇談会日程�
■と　　き　１０月２６日（土）１０：００～１２：００�
■と こ ろ 　加西市役所議会棟２階議員協議会室�
■募集人数　若干名（今回は市内在住または通学勤務している女性に限らせていただいています。以降、青年層、
　　　　　　高齢者、各種団体等順次計画したいと思います）�
■参加議員　正副議長、議会運営委員長、各常任・特別委員長（合計９名）�
■内　　容　暮らし全般の中で日頃、市政に対して感じていること、要求したいこと、また将来にわたって加西
　　　　　　市をこんなまちにしたい等々の夢や提言、さらには議員への要望について懇談会形式で話し合います。
　　　　　　 懇談会で参加者の皆様より提言あった内容については十分に市長に提言します。もちろん議会に対
　　　　　　する要望は議会で検討してまいります。�
■問 合 せ 　加西市議会事務局まで　TEL４２－８７９０（直通）FAX４３－１８１０�
　　　　　　〒６７５-２３９５　加西市北条町横尾１０００　　　　　　�
　　　　　　メールの場合　gikai@city.kasai.hyogo.jp�
　　　　　　 締め切り　１０月２１日（月）�

　本年4月に市民参画都市宣言をした加西市。市民と行政が一体となったまちづくりを高らかに宣言しました。
当然議会も市民の代表として市民の声に耳を傾け、それを反映させるようがんばっていますが、今回は市民と
りわけ女性の方と議員との懇談会を実施し、議員も研修を深めると共に皆さんの声をさらに行政に届けたいと
思います。�
　懇談会の参加募集は９月３０日で締め切りましたが、定員数まで若干名、余裕があります。議員と議論したい
ことや市政に望むことがありましたらぜひ懇談会に参加ください。�
　参加につきましては、下記までご連絡ください。�
　なお、懇談会の模様は平成１５年１月号議会だよりNO.９４で特集します。�

○議会を傍聴して�○議会を傍聴して�

市内在住�

井上 智章さん�



人の絆�
加西中学校　3年�

菅野泰功さん�

空気のきれいな�
街にしよう�
日吉小学校　6年�

鈴木ゆりかさん�

(1)�

�

(6)�

�

○ 

建
設
経
済
委
員
会�

　
（
７
月
１７
日
〜
１９
日
）�

＊
長
野
県
松
本
市�

　
（
市
街
地
再
開
発
事
業
）�

＊
長
野
県
長
野
市�

　
（
市
街
地
再
開
発
事
業
）�

＊
長
野
県
上
田
市�

　
（
農
村
振
興
事
業
）�

�

○ 

厚
生
委
員
会�

　
（
８
月
６
日
〜
８
日
）�

＊
福
岡
県
北
九
州
市�

　
（
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
）�

＊
福
岡
県
田
川
市�

　
（
市
立
総
合
病
院
運
営
）�

＊
佐
賀
県
鳥
栖
市�

　
（
地
球
温
暖
化
防
止
運
動
）�

�

○
総
務
委
員
会�

　
（
７
月
１５
日
〜
１７
日
）�

＊
秋
田
県
本
荘
市�

　
（
ま
ち
づ
く
り
事
業
）�

＊
秋
田
県
横
手
市�

　
（
市
民
参
画
・
男
女
参
画
）�

＊
秋
田
県
大
曲
市�

　
（
市
総
合
計
画
）�

※
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

市
議
会
だ
よ
り
は
、
皆
様
と
市
議
会
を
つ
な
ぐ

【
パ
イ
プ
役
】
と
し
て
常
に
『
正
確
で
わ
か
り

や
す
い
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
編
集
し
て
い
ま
す
。�

こ
の
市
議
会
だ
よ
り
を
よ
り
よ
い
も
の
と
し
て

い
く
た
め
、
皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

加
西
市
北
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横
尾
一
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〇
〇�

加
西
市
議
会
事
務
局
宛�
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八
一
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発 行 日/平成14年（2002年）10月15日�
編集発行/加西市議会事務局　〒675-2395 兵庫県加西市北条町横尾1000�
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　本定例会は、9月2日から9月20日にわたり、本会議、委員会において
慎重に審議を行いました。市民の生活に密接する国民健康保険条例の一部
を改正する条例も可決されるなど、市長から提案のありました議案等につ
いてすべて承認あるいは可決いたしました。�
　また、市政に対してあらゆる角度から一般質問を行い、市民の暮らしを
見つめた論戦が展開されました。�

第191回定例会のまとめ�

〈観月の夕べ交流会〉�〈観月の夕べ交流会〉�

● 閉会中の委員会開催�

● 厚生委員会（H１４.１０.１５　時間１０：００）�

● 建設経済委員会（H１４.１０.２２　時間１０：００）�

● 総務委員会（H１４.１１.１８　時間１０：００）�

● 地方議会協議会（H１４.１０.２１　時間１０：００）�

● 市民、議員懇談会（H１４.１０.２６　時間１０：００）�

● 決算特別委員会�

　 （H１４.１０.１６／H１４.１０.２１　時間１０：００）�

● 12月定例会�

　 ※ 本会議・委員会�


